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 試合進行をスムーズに行うために、定刻開始・クォーター間の交代について時間に協力

をいただくために徹底を図るためのものです。 

 

○試合開始時刻を守るために 

 ３分前の合図までに、スタンディングコーチ（コーチライセンス取得者）、またはベンチ

スタッフ（コーチライセンス取得者）が１クォーターのメンバーをチェックしスコアシート

にサインをする。その時審判にライセンス証を提示すること。その後腕章を受け取り、スタ

ンディングコーチの腕に付けておく。 

試合終了後は審判に返還する。 

TOに入るチームの指導者もこのことについて周知しておくこと。 

 １クォーターのメンバーは、１分前の合図で出てくる準備をして、コート中央付近で並ぶ。

（下図参照） 

 ※試合開始時刻とともにトスアップができるよう努める。 

注意：チーム全員での掛け声や円陣などは１分前までに自チームアップコートで行うこと。 

   各クォーターメンバーでの円陣などは簡易に済ませること。 

○２クォーターと４クォーターのメンバーチェックは前クォーター終了後すぐに行うこと。 

 ※連続出場の選手がいる場合、すぐに並ぶのが難しい場合、水分補給等しっかり行っても

らうためＴＯに背番号のみを知らせてもかまわない。 

○ハーフタイムはスコアチェック終了後、速やかに３クォーター出場メンバーのチェックを

行う。スコアチェックに来たスタッフが伝えてもよい。 

 １分前になったら、１クォーター同様に準備を行うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スムーズな試合進行、公平な試合運営にご協力お願いします。 

TO 

試合終了後のあいさつが終われば、最後に出場していた５人は 

リスペクトとありがとうの気持ちで握手をしましょう。 


